
【資料１】

第２回会議での指標等への意見及び市の施策への提言

【指標等への意見】

防災の取り組みへの参加者数が指標に必要ではないか
（会議録Ｐ．２　最終行）

→【資料２】「越谷市自治基本条例の運用状況を確認するための指標及び報告事項」の
項目に、「防災訓練の参加者数」、「消防訓練の参加者数」を追加

「子ども版パンフレット」を活用している世代の親の世代にあたると思われる３０代の
人々にどのように自治基本条例が広まっていくかという部分を見極められる指標が設定
できると良い
（会議録Ｐ．３　４行目）

→越谷市自治基本条例子ども版パンフレットの活用状況について、小学校６年生の担任
の先生へのアンケートに項目を追加し、児童に対して、ご家族が「自治基本条例」を
知っているかを聞いていただくよう働きかける。

自治基本条例をどのようにして知ったのかという調査ができると良い
（会議録Ｐ．３　７行目）

→平成２５年度市政世論調査にて調査実績あり（【別紙１】のとおり）。今後数年周期
で調査を実施予定

「ボランティア登録者数」について、社会福祉協議会に登録されている方以外にもボラ
ンティアとして活動している方がいると思う
（会議録Ｐ．４　３行目）

→ボランティアとしてどこまで含めるかが難しいため、数値は従前のとおり社会福祉協
議会に登録されているボランティア数とする。
項目名を「越谷市社会福祉協議会ボランティアセンター　ボランティア登録者数」に変
更

男女共同参画支援センターの登録団体数、事業実施状況も指標と報告事項に盛り込める
と良い
（会議録Ｐ．４　４１行目）

→【資料２】「越谷市自治基本条例の運用状況を確認するための指標及び報告事項」の
項目に、「男女共同参画支援センター登録団体数」、「男女共同参画支援センター自主
事業実績」、「男女共同参画支援センターの事業実施状況」を追加

消防団も指標に含めることを検討していただきたい
（会議録Ｐ．５　５行目）

→【資料２】「越谷市自治基本条例の運用状況を確認するための指標及び報告事項」の
項目に、「消防団団員数」を追加

「ふれあいサロン開催回数」に民生委員が主体となって開催しているもの等も含めてほ
しい
（会議録Ｐ．５　８行目）

→項目名を「ふれあいサロン等開催回数」に変更し、社会福祉協議会主催事業以外のも
のも含めた数値へ変更
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cityメールの登録者数を指標として設定できると良い
（会議録Ｐ．５　１８行目）

→【資料２】「越谷市自治基本条例の運用状況を確認するための指標及び報告事項」の
項目に、「cityメール登録者数」を追加

「情報公開制度の運用状況」、「個人情報保護制度の運用状況」の項目で、実際に非公
開、不開示となった件数が分かると良い
（会議録Ｐ．５　２５行目）

→【別紙２】のとおり

「いきいき越谷」の視聴率の算出方法を知りたい
（会議録Ｐ．５　３５行目）

→無作為で１５０世帯を抽出し、郵送した調査票の回答結果を視聴率としている。
（「いきいき越谷」を見たと答えた件数÷１５０×１００＝視聴率）

自主防災組織率の算出方法を知りたい
（会議後の質問）

→組織されている地域の世帯数÷全世帯数×１００＝自主防災組織率
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【市の施策への提言】

「審議会等における女性委員の割合」

審議会等の公募委員の応募要件を、８００字の作文ではなく、応募動機を尊重した、も
う少し手軽な応募要件にすれば、女性の応募が増えるのではないか。
（会議録Ｐ．３　３８行目）

「市長とふれあいミーティング」

１回あたりの定員を増やすことができると良い。
（会議録Ｐ．４　１行目）

「広報こしがや」

世論調査で「わかりにくい」と答えた人に、どの部分がわかりにくかったかを聞くと良
いのではないか。
（会議録Ｐ．５　３３行目）
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平成２５年度　市政世論調査結果　抜粋

【別紙１】
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【別紙２】
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